
GNN-360        AMP    DISCRIMINATOR  
                                 アンプ デスクリ   （Discriminator for Csi）  
 

概説概説概説概説 

 このＮＩＭモジュールは、高エネルギー物理学実験および素粒子実験用に開発されたものです。ＣＳｉ

からの信号を一旦ハイ・インピーダンスにて受けて、そのままスルー信号としてＡＤＣ回路等につなぐ為

のコネクターを擁している。 
回路構成は各々のチャンネルに入力された信号はディスクリ回路及びＳＵＭ回路で処理される。ディスク

リ回路はＡＣカップルされた入力信号を３６倍増幅しコンパレータで閾値の判断を行い、設定値より大き

い信号の場合はディレイを通して後部のコネクターからＥＣＬ差動にて出力信号を出す。ＳＵＭ回路は入

力信号をバッファーを通して構成され×１、×１０の増幅を行ったものを出力する。 
（入力信号のスレッショルド電圧および出力信号のパルス幅は、全チャネル共通で調整） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特徴特徴特徴特徴    
 ＮＩＭ２幅モジュール 
入力部に分岐コネクターを備えてる 
 －１ｍVでの波形閾値分別可能 
ディスクリ出力はＥＣＬ差動 
０～７、８～１５チャンネル毎のサムアンプ（×１、×１０） 



 
●入力／出力信号 
  
入力信号   ：ユニポーラ ０～－５Ｖ  

                  入力保護回路有り ±（ＶＳ－０．７V） 
                  入力インピーダンス １０ｋΩ（但し、使用時は５０Ω） 
 出力信号   ：差動 ECL信号出力(リアパネル) ４０ピンコネクタ使用 
 ＳＵＭ出力信号：×１、×１０のＳＵＭ出力（内部にオフセット調整付） 
         出力インピーダンス ５０Ω 
 
 
●仕様 
  
チャンネル数 ：１６チャンネル 
 スレッショルド 

電圧：＜－１mV  
         フロントパネルにて調整可能 （全チャンネル共通） 

モニター端子付 
 出力信号幅  ：８０nsec ～ ２５０nsec 
        ：フロントパネルにて調整可能 （全チャンネル共通） 
 くり返し周波数：最大３MHz 
 入出力遅延時間：遅延素子３００nsec内蔵 
 形状     ：ＮＩＭ  ２幅モジュール 
 使用電源、電流：  ＋６Ｖ １Ａ 
           －６Ｖ ２．３８Ａ 
         計  ２０．２８Ｗ 


